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増

加

し

た

成

人

型

ア
ト

ピ

ー
性

皮

膚

炎

ア
ト
ピ
ー
は
遺
伝
性
の
過
敏
症
に

対
し
て
命
名
さ
れ
た
言
葉
で
す
が
、

か
か
る
素
因
の
上
に
生
じ
掻
痒

の
著

し
い
皮
膚
炎
が
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎

で
す
。
乳
児
期

に
は
滲
出
傾
向
が
著

し
い
発
疹
が
顔
面
、
頭
部
な
ど
に
好

発
し
、
年
長
に
な
る
に
つ
れ
て
躯
幹
、

四
肢
関
節
屈
側
な
ど
に
移
行
し
、
乾

燥
、
肥
厚
が
目
立

つ
よ
う
に
な
り
ま

す
。私

が
医
学
生
で
あ

っ
た
昭
和
３０
年

代

の
前
半
は
、
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎

は
乳
幼
児
湿
疹
と
か
小
児
湿
疹
と
診

断
さ
れ
て
お
り
、
ス
テ

ロ
イ
ド
療
法

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
経
験
論

か
ら
、
小
学
校
ま
で
に
患
者
の
大
半

は
軽
快
し
、
思
春
期
ま
で
持
ち
越
す

の
は
稀
で
し
た
。
し
か
し
ス
テ

ロ
イ

ド
が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
数
十

年
を
経
て
、
成
人
に
な

っ
て
も
治
ら

な
い
患
者
が
多
い
と
、
以
前
は
考
え

ら
れ
な
い
こ
と
が
起
き
て
い
ま
す
。

ス

テ

ロ
イ

ド

療

法

の

限

界

私
が
医
師
に
な

っ
た
の
と
前
後
し

て
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
ス
テ

ロ
イ
ド
は
、
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
で

も
即
座
に
症
状
を
改
善
す
る
、
そ
れ

ま
で
の
医
学
常

識
を
く

つ
が
え

す
即
効
的
効
果

を
示
し
、

今
日

ま
で
代
わ
る
薬

が
な
い
選
択
薬

と
し
て
使
わ
れ

て
い
ま
す
。

し

か
し
こ
れ
を
境

に
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
は
治
り
に
く

く
再
発
を
繰
り
返
す
よ
う
に
な
り
、

ま
た
加
齢
に
伴
い
ス
テ

ロ
イ
ド
が
効

き
に
く
く
発
疹
が
顔
面
に
及
ぶ
患
者

も
増
え
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
ス
テ

ロ
イ
ド

の
効
果
を
高
め
る
治
療
法
が

工
夫
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
や
は
り
効

果
は

一
時
的
で
満
足
す
る
に
は
程
遠

い
の
が
現
実
で
す
。

こ
の
よ
う
に
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎

が
治
り
に
く
く
な

っ
た

一
半
の
理
由

は
、
ス
テ

ロ
イ
ド
の
過
敏
症
を
強
力

に
抑
制
す
る
薬
理
作
用
で
見
掛
け
は

症
状
を
な
く
し
て
も
、
却

っ
て
病
気

は
内
攻
し
自
然
治
癒
力
が
働
か
な
く

な

っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
（）

し
か
し
皮
膚
科
学
会
は
現
状
を
い
か

が
わ
し
い
民
間
療
法
が
正
し
い
治
療

（
ス
テ

ロ
イ
ド
療
法
）
を
受
け
る
機

会
を
患
者
か
ら
奪

っ
た
こ
と
に
あ
る

と
責
任
を
転
嫁
し
て
い
ま
す
。
し
か

し
ス
テ

ロ
イ
ド
療
法
で
治
ら
な
い
か

ら
民
間
療
法
を
頼
る
の
で
す
。
実
際
、

ス
テ

ロ
イ
ド
療
法
に
得
心
が
行
か
な

い
か
ら
藁
を
も
掴
む
気
持
ち
で
サ
ナ

モ
ア
光
線
療
法
を
受
け
心
か
ら
喜
ん

で
い
る
患
者
は
決
し
て
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。
私
は
皮
膚
科
学
会
が
ス
テ

ロ
イ
ド
を
唯

一
効
果
の
あ
る
薬
と
過

大
評
価
せ
ず
、
ス
テ

ロ
イ
ド
の
限
界

や
ス
テ

ロ
イ
ド
以
外

の
治
療
法
の
効

果
に
つ
い
て
検
討
す
べ
き
時
が
来
て

い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

サ

ナ

モ

ア
光
線
療
法

は
必
ず
効
く

近
年
、
紫
外
線
に
対
す
る
感
受
性

を
高
め
る
薬
剤
と
紫
外
線

Ａ
を
組
み

合
わ
せ
た
プ

バ
療
法
が

ス
テ

ロ
イ
ド
が
効
き

に

く
い
ア
ト

ピ
ー
性
皮
膚

炎

の
治
療

に
用

い
ら
れ

て
い
ま
す
が
、

光
線

に

生
理
的
に
過
敏
症
を
抑

制
し
自
然
治
癒
力
を
促

す
効

果
が
あ
る

た
め

で

す
。

サ
ナ
モ
ア
光
線
療
法
は
プ
バ
療
法

の
原
理
を
応
用
し
た
治
療
法
で
す
が
、

使
い
方
は
異
な
り
、

フ
ル
ス
ペ
ク
ト

ル
光
線
を
長
期
に
連
続
し
て
使
用
し
、

過
敏
症
を
抑
制
す
る
と
共
に
自
然
治

癒
力
を
高
め
て
ア
ト
ピ
ー
体
質
を
改

善
し
、
最
終
的
に
治
癒
に
導
く
対
症

療
法
の
域
を
越
え
た
治
療
法
で
す
。

た
だ
し
ス
テ

ロ
イ
ド
の
よ
う
な
即
効

性
は
な
く
、
効
果
を
実
体
験
す
る
に

は
越
え
な
い
と
な
ら
な
い
壁
が
あ
り

ま
す
。

ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
の
治
療
法
は

「
光
線
療
法
学

」
に
記
載
し
ま
し
た

が
、
原
則
Ｌ
し
て
ス
テ

ロ
イ
ド
を
中

断
す
る
方
向
で
治
療
し
ま
す
の
で
、

ス
テ

ロ
イ
ド
を
中
断
し
た
リ
バ
ウ

ン

ド
に
加
え
、
光
線
の
皮
膚

へ
の
刺
激

で
症
状
が
悪
化
す
る
陽
性
反
応

（好

転
反
応
）
が
強
く
出
る
例
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
反
応
は
自
然
治
癒
力
を
引

き
出
し
、
治
る
機
転
を
促
す

一
里
塚

で
避
け
難
い
面
が
あ
り
ま
す
の
で
、

前
以

っ
て
了
解
を
得
て
症
状
が
悪
化

し
て
も
治
療
を
続
け
る

こ
と
を
納
得

し
て
か
ら
行
う
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

こ
の
陽
性
反
応
は

一
過
性
で
治
療
を

続
け
れ
ば
必
ず
改
善
し
ま
す
の
で
、

希
望
を
持

っ
て
治
療
を
続
け
れ
ば
必

ず
効
果
を
体
験
で
き
ま
す
。
そ

の
た

め
に
も
治
療
法
、
治
療
経
過
で
疑
間

や
不
安
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
是
非
と

も
お
近
く
の
治
療
院
か
当
協
会
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
き
安
心
し
て

治
療
を
続
け
て
下
さ
い
。

な
お
光
線
治
療
院
で
は
多
灯
照
射

で
光
線
療
法
を
受
け
ら
れ
ま
す
の
で
、

比
較
的
早
い
段
階
で
効
果
が
期
待
で

き
ま
す
の
で
、
治
療
院
で
体
験
す
る

の
も

一
つ
の
選
択
肢
と
し
て
お
薦
め

し
ま
す
。
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股関節―の1病気
サナモア光線治療饒

購轟 医学博1士 宇都宮 正範‐

病
気

の
解

説

股
関
節
は
人
体
に
お
け
る
最
大
の

荷
重
関
節
で
あ
る
た
め
、
関
節
周
囲

は
関
節
一唇
と
そ
の
周
囲
の
強
力
な
靭

帯
に
よ

っ
て
囲
ま
れ
非
常
に
安
定
し

て
い
ま
す
が
、
傷
害
さ
れ
た
場
合
に

は
、
日
常
生
活
に
重
大
な
支
障
を
き

た
し
ま
す
。

代
表
的
な
股
関
節

の
病
気
に
は
、

変
形
性
股
関
節
席
が
あ
り
ま
す
が
、

こ
れ
は
、
股
関
節
に
お
け
る
関
節
軟

骨
に
何
ら
か
の
変
性
が
生
じ
た
状
態

で
、
原
因
に
よ

っ
て
、　
一
次
性

（特

発
性
）
と
二
次
性
に
分
類
で
き
ま
す
。

本
邦
で
は
、
二
次
性
股
関
節
症
、
な

か
で
も
発
育
性
股
関
節
脱
日
あ
る
い

は
自
蓋
形
成
不
全
に
よ
る
関
節
の
形

態
異
常
に
起
因
す
る
も
の
が
８０
％
以

上
を
占
め
て
い
ま
す
。
次
に
、
本
症

の
大
腿
骨
頭
壊
死
症
で
す
が
、
読
ん

で
字
の
ご
と
く
、
大
腿
骨
頭
が
循
環

不
全
に
よ
り
壊
死
に
陥
る
病
気
で
す
。

壊
死
発
症
の
原
因
の
明
ら
か
な
症
候

性
大
腿
骨
頭
壊
死
症
と
、
発
症
に
至

る
明
ら
か
な
原
因
を
特
定
で
き
な
い

特
発
性
に
分
類
さ
れ
、
特
発
性
に
は
、

ス
テ

ロ
イ
ド
性
と
ア
ル
コ
ー
ル
性
が

あ
り
ま
す
。
本
症
は
、
長
年
ス
テ
ロ

イ
ド
を
内
服
し
て
い
た
既
往
が
あ
る

た
め
、
ス
テ
ロ
イ
ド
性
の
大
腿
骨
頭

壊
死
症
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
ス
テ

ロ
イ
ド
の
長
期
連
用
に
よ
る
副
作
用

症イクJ

主訴

起女台

経 過

73澤覧、 メで性

歩 行 時 に有股関節痛。 杖 を使 えば階段 の

霧 に奸可育亀

経過 :3年 前 に再生不良性 貧 Illlに て入 院
加療 後 、 プ レ ドニ ン 5電内服 し経 過観 察
されて いた。 平成 12年 4月 頃か ら歩行 時

の有股 関節痛 を認 め、整形 外科 を受診 し

大腿骨頭壊死症 と診断されたが、手術を

拒否 しサナモア光線療法で治 したいと希

望され 11月に来院 した。

①左側臥位にて30分

有股 関節を 2灯で前後か らはさむよ う
に照射 し、足裏、膝も同時に照射 した。

②仰臥位にて 20分

左右 の股関節、左右の大腿部か ら膝 ま

でを 4灯で照射。
ABカ ーボ ンで始めて、 3回目から股関
節には BDカ ーボ ンを使用 した。
当初、週に 1回のペースで治療を開始 し

たが、 3回終了後 に、寝返 りが楽 にうて
るようにな り改善 を自党。 8回終了後 に
は、歩行に自信が もて、速歩 も可能 とな

り、 11回終了時点で、患 rRllの足を組んで、

氣t下をはけるようにな った。 この頃から、

光線療法の効果を確信 し、現在 は週 に 2

回来院 している。

の

一
つ
な
の
で
す
。

病

気

と

光

線

療

法

股
関
節

の
病
気
に
対
し
、
サ
ナ
モ

ア
光
線
療
法
は
、
全
身
の
血
液
循
環

を
改
善
す
る
と
と
も

に
、
局
所

の
関

節
や
筋
肉
を
柔
ら
か
く
し
、
筋
緊
張

状
態
を
解
く
た
め
、
著
明
な
鎮
痛
効

果
を
発
揮
し
ま
す
。
そ

の
効
果
は
、

初
回
治
療
か
ら
自
覚
さ
れ
ま
す
が
、

良
好
に
維
持
す
る
た
め
に
は
、
最
低

で
も
五
回
以
上
の
治
療
が
必
要
と
な

り
ま
す
。
ま
た
光
線
療
法
は
、
発
病

初
期

の
変
形
が
軽
度
な
時
期
か
ら
始

め
た
方
が
、
よ
り
効
果
的
で
す
の
で
、

な
る
べ
く
早
期
か
ら
行
う
こ
と
を
お

勧
め
し
ま
す
。
本
症

の
場
合
、
症
状

が
出
現
し
て
か
ら
、
六
か
月
と
い
う

時
期
に
治
療
を
開
始
で
き
た
こ
と
も
、

開
始

三
回
で
顕
著
な
効
果
を
認
め
、

そ
の
後
の
早
い
回
復
を
も
た
ら
し
た

一
因
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
仮
に
病
院

で
手
術
を
勧
め
ら
れ
た
と
し
て
も
、

そ
の
前
に
、
是
非
、
サ
ナ
モ
ア
光
線

療
法
を
お
試
し
下
さ
い
。

*

*  *

*  *

*
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第

四
期

サ

ナ

モ

ア
光

線
治
療

師

養

成

講

座

開

講

の

ご

案

内

第
四
期
サ
ナ
モ
ア
光
線
治
療
師
養

成
講
座
を
、
四
月
に
サ
ナ
モ
ア
光
線

治
療
院
に
て
開
講
し
ま
す
。
本
年
も

昨
年
同
様
、
光
線
治
療
師
の
養
成
を

行
う
予
定
で
お
り
ま
す
が
、
特
に
今

回
よ
り
、
地
方
か
ら
の
参
加
者
に
配

慮
し
て
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
が
変
更
と
な

り
、
受
講
日
数
が
六
日
間
か
ら
四
日

間
と
な
り
ま
す
。
ま
だ
応
募
可
能
で

4月 13日 0 午前11時～午後 5時

4月 14日田 午前10時～午後 5時

4月 27日0 午前11時～午後 5時

4月 28日田 午前10時～午後 5時

す
の
で
、
ご
希
望
の
方
は
至
急
ご
連

絡
下
さ
い
。

第

五
回

「
光

と
熱

研
究

会

」
の
お

知
ら

せ

医
療
に
関
連
し
た
話
題
の
講
演
や

治
験
例

の
報
告
を
中
心
と
し
た
研
究

会
を
開
催
し
て
い
ま
す
の
で
、　
一
般

の
サ
ナ
モ
ア
ご
愛
用
者
の
方
も
是
非

ご
参
加
下
さ
い
。
な
お
参
加
は
無
料

で
す
。

日
時

一
四
月
二
十

一
日

（土
）

午
後
二
時

場
所

¨
サ
ナ
モ
ア
光
線
治
療
院

三
階
会
議
室

亥

場
饂
匁
鯰
介

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
新
規
に
光

線
治
療
院
を
開
業
さ
れ
た
先
生
方
や
、

既
に
開
業
さ
れ
て
ご
活
躍
中
の
先
生

方

を
紹

介
さ

せ

て
頂

い
て
お
り

ま

す
．

孟

　　　　　　　　　（写
真
上
）

（平
成
十

二
年
十

二
月
十

一
日
開
院
）

電
話

¨
一
四
五

九
二
下
‐
八

一
⊇

二

住
所

¨
横
浜
市
緑
区
霧
が
丘
三
―
四
―
け

交
通

¨
田
園
都
市
線
青
葉
台
駅
か
ら

市
営
バ
ス
６５
系
統
に
乗
車
、

中
丸
入
ロ
バ
ス
停
下
車
徒
歩

三
分

（黒
沢

ス
タ
ジ
オ
裏
）

院
長

・
橋
本
由
美
子
先
生

一
言

¨
光
線
に
出
会
い
元
気
を
い
た

だ
い
て
下
さ
い
。

（写
首
一一下
）

電
話

¨
〇
七
八
―
三
三
二
―

一
三
五
八

住
所

神̈
戸
市
中
央
区
下
山
手
通
三
―

五
―

一

院
長

¨
上
野
健
太
郎
先
生

一
言

¨
昭
和
二
十
四
年
、
先
代
の
上

野
貞
が
宇
都
宮
義
真
先
生
の

御
指
導
と
後
援
に
よ

っ
て
、

光
線
治
療
所
を
現
在
の
場
所

に
開
設
。
以
来
、
半
世
紀
を

越
え
て
サ
ナ
モ
ア
光
線
に
よ

る
治
療
と
相
談

・
指
導
を
通

し
て
光
線
療
法
の
普
及
に
努

め
、
サ
ナ
モ
ア
光
線
治
療
器

と
カ
ー
ボ
ン
の
販
売
を
業
と

し
て
今
日
に
至
る
。

治
療

¨
予
約
制

橋本 由美子先生

◇ 募 集 鐙

当協合の処たに賛月され、

サナモア光線療法の普及に

ご協力項ける方、治療院の

開業を検言すなさりたい方は

おFolい合わせください

サナモア光線治療院

〒153-0063
東京都 目黒 区 日黒 1-23-11
TEL (03)5759-‐ 3710
FAX (03)5759-… 3720

上野健太郎先生 と尾崎郷子先生

一鸞
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☆

皮

膚

潰

瘍

症
例
　
３２
歳
　
男
性
　
知
的
障
害
者

症
状
　
小
児
期
よ
り
自
傷
行
為
は
見

ら
れ
た
が
、
三
年
前
、
養
護
施
設
に

て
頭
部
を
地
面
に
打
ち

つ
け
る
自
傷

行
為
を
繰
り
返
し
、
頭
皮
が

一
部
欠

落
。
数
日
後
、
創
部
に
感
染
を
併
発

し
、
五
百
円
硬
貨

の
大
き
さ
に
腫
れ

た
た
め
、
自
宅
に
帰
さ
れ
た
。
幾

つ

か
の
病
院
を
受
診
し
た
が

一
向
に
治

ら
ず
、
大
学
病
院
で
は
皮
膚
潰
瘍
と

診
断
さ
れ
、
痢
皮

（か
さ
ぶ
た
）
の

下
は
壊
死
を
お
こ
し
て
い
る
可
能
性

が
あ
る

の
で
、
皮
膚
移
植
を
す
る
必

要
が
あ
る
と
説
明
さ
れ
た
。
両
親
は

こ
の
説
明
に
納
得
で
き
ず
、
サ
ナ
モ

ア
愛
用
者
で
あ
る
母
親
が
相
談
に
来

ら
れ
た
た
め
、
光
線
療
法
で
痴
皮
は

必
ず
自
然
に
剥
が
れ
る
か
ら
、
病
院

で
の
診
療
と
並
行
し
て
行
う
よ
う
に

強
く
勧
め
、
治
療
を
開
始
し
た
。

療
法
経
過
　
カ
ー
ボ

ン
は
Ｂ
Ｃ
と
Ａ

Ｂ
を
交
互
に
用
い
て
、
創
部
を

三
十

治
療
中
の
患
者

五
百
円
硬
貨
大
の
創
部

分
以
上
照
射
す
る
よ
う
に
指
示
。
早

速
、
朝

一
時
間
、
夜

一
時
間
の
治
療

を
開
始
し
た
。
身
体
は
絶
え
ず
動
か

し
、
じ

っ
と
し
て
い
な
い
た
め
、
頭

の
創
部
だ
け
に
集
中
し
て
照
射
し
た
。

三
か
月
後
、
痴
皮
が
自
然
に
剥
が
れ

て
、
下
か
ら
ピ
ン
ク
色
の
き
れ
い
な

薄
皮
の
張

っ
た
肉
芽
が
表
れ
た
。
病

院
の
医
師
達
も
驚
い
た
が
、
そ
の
後

も
光
線
療
法
を
続
け
、
円
形
の
創
部

は
周
囲
か
ら
少
し
ず

つ
新
し
い
皮
膚

が
出
来
て
き
て
、
二
か
月
後
に
は
完

全
に
塞
が

っ
た
。

神
戸
市
　
ウ

エ
ノ
光
線
療
研

上
野
　
健
太
郎
氏
報
告

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
Ｏ
七
八
―
三
三
二
―

一
二
五
八

☆

腎
癌

術

前

術

後

症
例
　
６２
歳
　
女
性
　
一主
婦

症
状
　
昨
年

二
月
頃
よ
り
有
腰
部

に
鈍
痛
を
自
覚

し
、

血
尿
も

認
め

た
た
め
病
院
を
受
診
し
た
と
こ
ろ
、

有

腎
か

ら

の
出
血

が
疑
わ
れ

、

止

血
剤

で
様

子
を

見
る
よ
う

に
指
示

さ
れ
た
。

し
か

し
、

二
週
間
内
服

し
て
も
血
尿
が
治

ら
な

い
た
め

、

姉

に
相
談
し
た

と

こ
ろ
、

当

院
を

紹
介
さ
れ
、

七

月

二
十

五
日
よ
り

光
線
療
法
を
開
始
し
た
。

☆

膝

関

節

障

害

症
例
　
７。
歳
　
女
性

症
状
　
一二
十
数
年
来
の
サ
ナ
モ
ア
愛

用
者
。
運
動
を
行

っ
て
い
る
最
中
に
、

突
然
、
膝
裏
が
プ
チ

ッ
と
い

っ
て
、

立

つ
こ
と
も
歩
く
こ
と
も
で
き
な
く

な

っ
た
と
相
談
さ
れ
た
た
め
、
治
療

法
を
説
明
し
、
原
因
は
病
院
で
検
査

し
て
も
ら
う
よ
う
に
話
し
た
。

療
法
経
過
　
治
療
は
膝
裏
を
Ｂ
Ｂ
カ
ー

ボ
ン
で
、
腰
部
を
Ｂ
Ｃ
カ
ー
ボ
ン
で
、

気
持
ち
が
良
け
れ
ば
何
時
間
で
も
照

射
す
る
よ
う
に
指
示
し
た
。
翌
朝
に

は
何
と
か
立
て
る
よ
う
に
な

っ
た
た

め
、
家
族
と
と
も
に
病
院
を
受
診
し
、

療
法

経

過
　

Ｂ
Ｄ
カ
ー
ボ

ン
を
使

用
し
、

三
灯
ま
た
は

四
灯

照
射
法

に
て
治
療
を

開
始
。

最
初
は
、

左

側
臥
位

に
て
、

腰
か

ら
臀
部

に

３０

分
、
顔
面
１０
分
、
膝

２０
分
、
次
に
、

腹

部

と
後
頭
部

と
足
一異
に

１５
分
同

時

に
照
射

し
た
。

体
位
を
仰
臥
位

に
変
更
後
、
第

一
集
光
器
を
用
い
、

有

頚
部

に

１５
分
、

左
側

腰
部

に

１５

分
、

有
膝
側
面

に
１５
分
照
射
し
、

中

¨
一
一
中
「
は

¨
“

一
¨
『
¨

一
膝
関
節
周
囲
の
腱
を
傷
害
し
た
と
説

明
を
受
け
た
。
入
院
を
勧
め
ら
れ
た

が
、
光
線
療
法
で
治
し
た
い
と
帰
宅

し
、
指
示
通
り

の
治
療
を
続
け

三
週

間
位
で
改
善
し
た
。
数
日
後
、
今
度

は
腹
筋
運
動
中
に
再
び
膝
痛
が
出
現

し
た
た
め
、
Ｂ
Ｂ
ま
た
は
Ｂ
Ｃ
カ
ー

ボ

ン
に
て
膝
、
膝
裏
、
腰
部
を
照
射

し
、
股
関
節
を
Ｂ
Ｃ
カ
ー
ボ

ン
に
て

照
射
し
た
が
、
翌
日
に
は
、
痛
み
は

ほ
ぼ
改
善
し
、
歩
行
も
で
き
る
よ
う

に
な

っ
た
。

福
岡
県
春
日
市
育
美
健
康
光
線
療
研

山
崎
　
い
く
子
氏
報
告

丁ＥＬ∧〇九二―藁〔一‐‐一̈
」熟

尿
が
止
ま

っ
た
と
報
告
を
受

け
た

が
、

再
度
病
院

で

の
精
密
検
査

を

受

け
た
方

が
良

い

こ
と
を
説

明
し

た
。

光
線
治
療

は
継
続
し
た
が
、

再
検

査

に
て
有

腎

に
癌
が
あ

る

と

診
断
さ
れ
た
た
め

、

入
院

と
な
り

手
術
を
受

け
た
。

退
院
後
、

在
宅

光
線
療
法

と
併

用

で
当
院

で

の
治

療
を
再

開
し
、

手
術
創
も
治
癒
し

良
好
に
経
過
し
て
い
る
。

川
崎
市
　
東
京
光
線
治
療
院

海
渡

　

一
一
〓
一氏
報
告

Ｔ
Ｅ
Ｌ

Ｏ
四
四
―
七

三
二
―
五
〇
六
七

一
■
卜
一一一一＝
牌
端
姉一抑
野裔

治
療
開
始
三
ヶ
月
後

=ム′「コ 験 例
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平
成
１３
年
２
月
１１
日
、
サ
ナ
モ
ア
青
森
大
会
が
青
森
市
文
化
会
館
に
於
い

て
開
催
さ
れ
、
宇
都
宮
光
明
氏
よ
り

「
光
線
療
法
と
薬
物
療
法

の
相
違
点
」

に
関
す
る
講
演
が
あ
り
、
木
村
守

一
氏
よ
リ
ア
ト
ピ

ー
性
皮
膚
炎
を
克
服
し

た
体
験
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

こ
こ
に
木
村
守

一
氏
の
体
験
発
表

の
要
旨
と

山

田
貴
子
氏
の
ア
ト
ピ

ー
性
皮
膚
炎
と
の
壮
絶
な
闘
い
を
記
し
た
体
験
記
を

掲
載
し
ま
す
。

木
村
守

一
氏
の
体
験
発
表

小
学
校

の
二
年
生
頃
か
ら
皮
膚

の

軟
ら
か
い
と
こ
ろ
に
ア
ト
ピ
ー
性
皮

膚
炎
が
出
始
め
、
薬
局
で
塗
り
薬
を

買
い
塗
布
し
て
い
ま
し
た
が
、
症
状

が
悪
化
し
た
た
め
病
院

の
体
質
改
善

や
塗
り
薬
を
塗
る
治
療
を
受
け
ま
し

た
。
し
か
し

一
向
に
良
く
な
ら
ず
、

病
院
を
数

ヶ
所
変
え
て
も
駄
目
で
、

漢
方
薬
、
民
間
療
法
に
手
を
出
し
て

は
、
ま
た
悪
く
な

っ
て
病
院
に
通
う

と
い

っ
た
悪
循
環
を
繰
り
返
し
て
い

ま
し
た
。

約

二
年
半
位
前
に
看
護
婦
さ
ん

の

紹
介
で
サ
ナ
モ
ア
光
線
療
法
を
知
り
、

思
い
切

っ
て
治
療
を
受
け
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。
そ
の
頃
は
顔
と
首
の
症

状
が
特
に
ひ
ど
く
、
週

一
回
か
ら
二

回
治
療
院
に
通
い
四
台
か
ら
五
台
で

紫
外
線
量
の
少
な
い
カ
ー
ボ

ン
か
ら

照
射
し
、
後
か
ら

「
は

つ
ら
つ
さ
ん
」

を
購
入
し
て
自
宅
で
毎
日
照
射
す
る

よ
う
に
し
ま
し
た
が
、
長
期
に
使
用

し
た
ス
テ

ロ
イ
ド
軟
膏
の
影
響
で
首

か
ら
黄
色
い
分
泌
物
が
出
続
け
ま
し

た
。
辛
抱
し
て
約
十

ヶ
月
程
で
よ
う

や
く
分
泌
物
が
治
ま
り
、
首

の
黒
ず

ん
だ
皮
膚
が
は
が
れ
落
ち
て
綺

麗
に

な
り
、
顔

の
方
は
乾
燥
し
た
肌
で
し

た
が
、
今
で
は
自
家
製
の
油
分
が
出

る
ま
で
回
復
し
て
い
ま
す
。

皮
膚
科

の
先
生
は
、
日
光
に
当
た

る
な
、
汗
を
か
く
な
と
必
ず
言
い
ま

す
が
、
私
は
逆

の
こ
と
、
即
ち
光
線

に
当
た
る
こ
と
で
ア
ト
ピ
ー
が
良
く

な

っ
た
体
験
か
ら
、
現
代
医
学
と
は

何
な
の
か
と
疑
間
に
思

っ
て
い
ま
す
。

確
か
に
ス
テ

ロ
イ
ド
軟
膏
を
使
う
と

一
時
的
に
は
良
く
な
り
ま
す
が
、
上

め
れ
ば
再
発
し
、
骨
を
溶
か
す
と
い

う
よ
う
な
重
大
な
副
作
用
が
あ
る
か

ら
で
す
。

最
後
に
、
私
は
自
分
自
身

の
体
験

を
通
し
て
、
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
で

苦
し
み
悩
ん
で
い
る
方
々
に
光
線
療

法
を
勧
め
た
い
と
思
い
ま
す
。
最
初

は
皮
膚
症
状
は
悪
く
な
り
ま
す
が
続

け
れ
ば
必
ず
良
い
結
果
が
出
ま
す
。

こ
の
真
実
を
教
え
て
く
れ
た
最
高

の

名
医
、
太
陽
と
、
親
身
に
な

っ
て
治

療
を
し
て
く
れ
た
０
み
ち
の
く
光
線

療
法
研
究
所
の
サ
ナ
モ
ア
光
線
治
療

院

の
先
生
方
に
心
よ
り
感
謝
し
て
い

ま
す
。

私
が
サ
ナ
モ
ア
光
線
療
法
を
始
め

た
切

っ
掛
け
は
知
人
の
紹
介
で
す
。

丁
度
そ

の
頃
、
二
歳
か
ら
二
十
数
年

患

っ
て
い
る
ア
ト
ピ
ー
で
通
院
し
て

い
る
皮
膚
科

の
治
療
法
に
不
安
を
感

じ
始
め
て
い
た
時
期
だ

っ
た
の
で
す

が
、
そ
れ
で
も
薬
を
飲
み
続
け
、
軟

一言
を
塗
り
続
け
、
頭
か
ら
足
の
先
ま

で
薬
漬
け
に
な

っ
て
い
ま
し
た
。
薬

を
使

っ
て
い
る
間
は
肌
は
キ
メ
細
か

く
綺
麗
に
な
る

の
で
、
ア
ト
ピ
ー
が

治
る
よ
う
に
思

っ
て
い
ま
し
た
が
、

炎
症
を
抑
え
る
だ
け
と
聞
い
て
と
て

も
シ
ョ
ッ
ク
で
し
た
。
病
院
か
ら
は
、

運
動
で
汗
を
か
く
こ
と
、
温
泉
、
日

光
浴
を
禁
止
さ
れ
、
ス
ト
レ
ス
を
感

じ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
最
近
は
掻
い

た
傷
口
が
膿
む
と
治
り
に
く
く
な

っ

て
お
り
、
服
用
し
た
ス
テ

ロ
イ
ド
で

免
疫
力
が
落
ち
て
い
た
の
で
す
。

も
う

一
つ
不
安
だ

っ
た

の
が
、
皮

膚
科
で

「
妊
娠
し
た
ら
服
用
薬
を
上

め
る
よ
う
に
」
と
言
わ
れ
、
子
供
は

ど
う
な
る

の
だ
ろ
う
と
い
う
事
で
し

た
。
こ
れ
ま
で
に
体
の
中
に
蓄
積
し

（
六
ペ
ー
ジ

ヘ
続
く
）

光
線
療
法
開
始
直
後

光
線
療
法
五
ヶ
月
後

1戦猶珈鱚晰蒟よ|
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（
五
ベ
ー
ジ
か
ら
続
く
）

た
ス
テ
ロ
イ
ド
の
影
警
は
ど
う
な
の

か
、
私
と
同
じ
ア
ト
ピ
ー
で
薬
演
け

に
な
る
の
か
、
急
に
怖
く
な
る
時
も

あ
り
ま
し
た
。

そ
ん
な
生
活
の
中
で
光
線
療
法
を

紹
介
さ
れ
た
の
で
す
が
、
最
初
は
全

然
汗
が
出
ず
、
ア
ト
ピ
ー
が
治
る
と

は
信
じ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
病
院

と
は

一
転
し
た
治
療
法
に
不
安
で
し

た
が
、
も
し
か
し
て
と
い
う
気
持
ち

一
心
で
光
線
療
法
を
受
け
る
こ
と
に

し
た
の
で
す
。
そ
の
日
か
ら
病
院
の

薬
は
き

っ
ぱ
り
と
止
め
ま
し
た
が
、

数
日
後
、
光
線
と
薬
の
リ
バ
ウ
ン
ド

で
皮
膚
が
ポ

ロ
ポ

ロ
む
け
始
め
赤
く

腫
れ
て
き
ま
し
た
。
顔
は
目
の
上
か

ら
腫
れ
、
外
に
出
ら
れ
な
い
た
め
会

社
か
ら
長
期
体
霰
を
も
ら
い
、
地
獄

の
よ
う
な
澤
さ
と
の
苦
闘
の
日
々
が

始
ま
り
ま
し
た
。

二
ヶ
月
が
経
ち
、
皮
膚
の
状
態
は

最
悪
に
な
り
ま
し
た
。
私
は
前
に
も

増
し
て

一
層
不
安
に
な
り
、
泣
い
て

ば
か
り
い
ま
し
た
。
顔
は
唇
の
ラ
イ

ン
が
わ
か
ら
な
い
程
赤
く
腫
れ
、
汁

が
出
て
、
鏡
を
見
る
の
が
怖
く
な
り

ま
し
た
。
首
や
足
か
ら
も
掻
い
て
は

汁
が
出
て
、
足
は
三
倍
近
く
に
腫
れ

上
が
り
つ
ま
先
の
骨
も
見
え
な
い
程

で
し
た
。
そ

の
時
は
病
院
に
行
く
か

と
い
う
話
も
出
て
、
東
京
の
宇
都
宮

光
明
先
生
の
御
指
導
を
頂
い
た
り
し

ま
し
た
。
と
に
か
く
掻
く
な
と
い
う

の
が
皆

の
口
癖
に
な
り
ま
し
た
が
、

掻
い
て
し
ま
う
の
で
す
。
ス
テ

ロ
イ

ド
を
多
く
使

っ
た
所
の
皮
膚
が
む
け

て
裂
け
、
服
に
べ

っ
た
り
と
張
り
付

き
、
不
安
で
病
院
の
薬
に
手
を
出
し

そ
う
に
な
り
ま
し
た
。　
一
方
で
ス
テ

ロ
イ
ド
の
せ
い
で
血
管
も
細
く
な

っ

て
い
た
よ
う
で
、
異
常
に
寒
さ
を
感

じ
、
暖
房
を

つ
け
て
も
震
え
る
程
寒

い
の
で
す
。
そ
ん
な
中
、
治
療
院
に

通
い
な
が
ら
家
で
も
顔
を
２。
分
、
腹

部
を
１
時
間
、
足
を
１
時
間
と
い
う

感
じ
で
、
毎
日
光
線
を
照
射
し
続
け

ま
し
た
。

三
ヶ
月
目
に
な

っ
て
少
し
黄
色
い

汗
で
す
が
発
汗
す
る
よ
う
に
な
り
、

顔

の
赤
み
や
腫
れ
が
引
き
、
掻
い
て

も
汁
が
出
な
い
強
い
肌
に
な

っ
て
き

ま
し
た
。
辛
か

っ
た
日
々
が
嘘

の
よ

う
で
、
初
め
て
治
る
と
実
感
で
き
た

の
で
す
。
両
親
に
も
私
に
も
笑
顔
が

戻
り
、
精
神
的
に
も
何
と
も
い
え
な

い
解
放
感
が
あ
り
ま
し
た
。
四
ヶ
月

一

で
仕
事
に
復
帰
し
ま
し
た
が
、
痒
み

も
な
く
、
か
さ
ぶ
た
が
は
が
れ
て
ピ

ン
ク
色

の
元
の
肌
よ
り
綺
一麗
な
肌
に

一
な
り
、
冷
え
性
も
な
く
な
り
ま
し
た
。

現
在
、
五
ヶ
月
目
に
入
り
ま
し
た

が
、
ス
テ
ロ
イ
ド
を
使

っ
て
い
た
な

ん
て
信
じ
ら
れ
な
い
位
、
確
実
に
少

し
ず
つ
肌
が
軟
ら
か
く
な

っ
て
い
ま

す
。
顔
も
ゴ
ワ
ゴ
ワ
し
た
肌
か
ら
化

粧
水
を
つ
け
な
く
て
も
柔
ら
か
い
肌

に
な
り
ま
し
た
。
自
分
に
少
し
ず
つ

回
復
力
、
免
疫
力
が
つ
い
た
の
が
わ

か
り
、
ま
る
で
夢
の
よ
う
で
す
。
今

は
ま
だ
完
全
に
治
る
ま
で
治
療
中
で

す
が
、
二
十
数
年
続
い
た
ア
ト
ピ
ー

が
治
り
、
本
来
の
肌
に
な
る
の
が
と

て
も
楽
し
み
で
す
。
気
を
抜
か
ず
、

治
療
を
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
苦
労
を
か
け
心
配
を
か
け

た
両
親
と
い
つ
も
励
ま
し
て
頂
い
た

機
み
ち
の
く
光
線
療
法
研
究
所
の
サ

ナ
モ
ア
光
線
治
療
院
の
先
生
方
に
感

謝
の
気
持
ち
で

一
杯
で
す
。
本
当
に

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

囁
劇
葛
刑
鰻
慶
別
Ｊ

繊一効“わ』れ卸無勲御韓費％ぐ

サ

だ
さ
い
ま
す
よ
う
、
お
願
い
い

の
鍵
鑽
、
轟
機
機
貫
献
も
ま
す
■
●
●
一
●
●
●
一
一

●
サ
■
苺
ヂ
灘
鸞
鷺
會
●
一
一
一
一
●
一

一
薔
一‡
■
一撃
雛
艤
　
覺
蠍
一

空 |‖‖‖‖H‖‖:‖露‖H露‖‖‖‖‖‖‖譜‖‖‖‖‖‖雪‖I攣彎‖‖‖‖
‖‖‖
"“ """“

‖
"W‖
‖

“

‖‖‖‖
"‖
‖‖抑‖
"‖
m桜
“

H椰‖‖
"‖
疇‖‖n‖

"‖
HJ"H‖

"‖
相
"“
‖‖‖‖HttH饉 ‖‖

""‖
‖‖

““

田I

守す鼈7 圭

′    k

（本
紙
の
無
断
転
用
を
禁
止
し
ま
す
。
）

重菫ltさ

碧倅
S勒


